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～今月の表紙～

あつかし山ビッグツリー
の点灯式に華を添える季
節外れの花火。年の瀬の
風物詩として、毎年多く
の人を魅了しています。

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
56

【
問
い
合
わ
せ
：
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室　

☎
５
８
５
‐
２
９
６
７
】　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
2
月
に
平
昌
冬
季
五

輪
が
開
催
さ
れ
、
我
が
国
で
は
過

去
最
高
の
メ
ダ
ル
数
を
獲
得
し
た

ほ
か
、
藤
井
聡
太
棋
士
の
中
学
生

と
し
て
初
の
7
段
へ
の
昇
格
、
夏

の
甲
子
園
で
の
金
足
農
旋
風
な
ど
、

若
者
の
活
躍
に
よ
る
明
る
い
話
題

が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
福
井

県
を
中
心
と
し
た
平
成
30
年
豪
雪
、

西
日
本
を
中
心
と
し
た
平
成
30
年

7
月
豪
雨
、
島
根
県
西
部
地
震
、

大
阪
府
北
部
地
震
、
北
海
道
胆
振

東
部
地
震
な
ど
、
広
域
か
つ
大
規

模
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

国
見
町
に
お
い
て
は
、
県
北
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
が
設
置
さ
れ
、
当
地
で
は
8

年
ぶ
り
と
な
る
下
水
道
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
国
道
4
号
線
の

拡
幅
工
事
の
推
進
や
町
内
の
仮
置

場
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
運
び

出
し
な
ど
、
復
興
再
生
と
安
全
安

心
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の

郷
で
は
、
年
末
に
来
場
者
３
０
０
万

人
を
達
成
す
る
な
ど
、
県
内
外
か

ら
多
く
の
来
場
者
を
迎
え
、
県
北

地
域
の
観
光
拠
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
振
興
の
た
め
昨
年
開
所
し

た
「
く
に
み
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練

所
」
で
は
、
新
規
就
農
者
の
獲
得

や
農
業
技
術
の
向
上
を
目
指
す
先

進
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
風
評
払ふ
っ
し
ょ
く

拭
と
町
の
農

産
物
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
北
海
道
・

東
京
・
中
部
地
方
な
ど
に
お
い
て

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
精
力
的
に
展

開
し
た
ほ
か
、
新
た
に
仙
台
圏
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
に
も
取
り
組
む
と
と

も
に
、「
義
経
ま
つ
り
」、「
復
興
・

き
ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」、「
あ

つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
」
な
ど

の
元
気
活
力
事
業
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
北
海
道
ニ
セ
コ
町
、
岩
手
県

平
泉
町
、
栃
木
県
茂
木
町
、
岐
阜

県
池
田
町
な
ど
と
の
友
好
を
深
め
、

互
い
の
物
産
交
流
を
通
し
た
連
携

も
強
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
が
町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

て
、
2
期
目
の
2
年
目
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
4
月

に
平
成
の
時
代
が
終
わ
り
、
新
た

な
時
代
の
幕
開
け
と
な
る
記
念
す

べ
き
年
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
復
興
・
絆
・
交
流

連
携
、
国
見
の
未
来
を
み
ん
な
で
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」
を
念
頭
に
、
復

興
・
創
生
期
間
の
終
了
を
見
据
え
、

原
点
回
帰
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
国
見

町
の
基
盤
づ
く
り
を
加
速
化
さ
せ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、

国
見
町
が
将
来
に
向
か
っ
て
、
自

治
体
と
し
て
の
維
持
発
展
を
確
か

な
も
の
と
す
る
た
め
、
少
子
高
齢

化
社
会
を
見
据
え
た
人
口
減
少
対

策
、
健
康
づ
く
り
対
策
に
も
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
国
見
の
宝
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
や
若
者
が
夢
を
も
っ
て
活
躍

す
る
た
め
、
来
年
に
控
え
た
東
京

五
輪
に
向
け
た
機
運
醸
成
を
図
る

と
と
も
に
、「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

や
主
に
仙
台
圏
を
中
心
と
し
た
「
交

流
人
口
拡
大
に
直
結
す
る
事
業
」

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
が
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
、
輝
か
し
い
年
に

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31
年
1
月

　

 

国
見
町
長　

太  

田  

久  

雄

平成 31年  新春のごあいさつ

　
「
オ
シ
ン
メ
サ
マ
」
は
東
北
地
方
で
信
仰
さ
れ
る
家
の
神
で
、
蚕
の
神
、
農
業
の
神
な

ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
巫み

こ女
な
ど
が
こ
の
ご
神
体
を
両
手
に
と
っ
て
打
ち
振
り
、
神
を

憑ひ
ょ
う
い依
さ
せ
、
蚕
や
農
作
物
の
出
来
な
ど
の
お
告
げ
を
し
ま
し
た
。
町
内
で
は
昭
和
30
年

代
頃
ま
で
こ
の
よ
う
な
霊れ

い
ば
い媒
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。か
つ
て
盛
ん
で
あ
っ

た
養
蚕
業
と
地
域
の
信
仰
の
関
係
を
物
語
る
貴
重
な
た
か
ら
も
の
で
す
。

オ
シ
ン
メ
サ
マ
（
明
治
時
代
、
個
人
蔵
）

写真：阿津賀志山山頂から日の出を望む
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「
オ
ー
ル
国
見
」
で

２
０
２
０
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
「
国
見

町
応
援
団
」
が
11
月
30
日
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
援
団
は
、
町
や
議
会
、
ス

ポ
ー
ツ
・
健
康
推
進
団
体
、
文

化
関
係
団
体
、
小
中
学
校
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
農
商
工
・
観
光
関
係
団

体
な
ど
町
内
の
あ
ら
ゆ
る
団
体

で
構
成
。
町
一
丸
で
大
会
を
盛

り
上
げ
る
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ

参
画
の
推
進
や
文
化
芸
術
の
振

興
、
国
際
交
流
・
地
域
活
性
化

に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
と
希

望
を
育
み
ま
す
。

　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
設
立
式
で
は
、
太
田
久

雄
町
長
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

人
生
に
与
え
る
影
響
は
多
大
。

子
ど
も
た
ち
に
良
い
思
い
出
を

残
し
、
未
来
へ
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
長
に
太

田
町
長
、
副
会
長
に
東
海
林
一

樹
町
議
会
議
長
と
佐
藤
金
宏
町

内
会
長
連
絡
協
議
会
長
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
応
援
団
で
は
、

「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
」「
文
化
・

教
育
」「
地
域
連
携
・
国
際
交
流
」

を
テ
ー
マ
に
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
佐
藤
副
会
長
が
決
議

文
案
を
読
み
上
げ
、
満
場
の
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
互

い
に
認
め
合
い
、
尊
重
し
、
支

え
合
う
町
を
目
指
し
ま
す

①
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康

　

生
涯
に
わ
た
り
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
を「
す
る
」「
観み

る
」「
支

え
る
」社
会
を
実
現
し
、ス
ポ
ー

ツ
参
画
や
、
主
体
的
な
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

②
文
化
・
教
育

　

魅
力
あ
る
町
の
文
化
芸
術
・

伝
統
の
継
承
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
社
会
の
多
様
性
を
尊
重

す
る
態
度
や
共
生
社
会
の
実
現

に
必
要
な
思
い
や
り
を
養
う
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

③
地
域
連
携
・
国
際
交
流

　

国
見
町
を
訪
れ
る
す
べ
て
の

人
を
お
も
て
な
し
の
精
神
で
歓

迎
し
、
国
際
交
流
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
町
の
魅
力
や
元
気

を
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

2020 東京オリンピック・パラリンピック機運醸成等

国見町応援団発足

東京オリンピック・パラリンピックの機運醸成を誓った出席者

「オール国見」で東京五輪・パラを応援

発

国
見
の〝
食
〟が
勢
ぞ
ろ
い

「
食
の
文
化
祭
」　

　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
12

月
19
日
に
開
か
れ
た
「
食
の
文

化
祭
」
に
は
、
町
内
外
か
ら

２
０
０
人
以
上
が
来
場
し
、
国

見
の
〝
食
〟
の
魅
力
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
各
地
区
の
お
母

さ
ん
や
道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し

の
郷
の
料
理
人
ら
が
腕
を
ふ

る
っ
た
「
国
見
町
食
卓
図
鑑
」

で
お
馴な

じ染
み
の
地
域
や
家
庭
の

味
、
商
店
街
の
自
慢
の
味
な
ど

50
品
以
上
の
料
理
が
並
び
、
来

場
者
は
国
見
の
豊
か
な
〝
食
〟

を
味
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
収
穫
さ
れ
た
新

米
の
『
天
の
つ
ぶ
』
で
作
ら
れ

た
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
日
本
酒
「
国

みんなで
盛り上げよう！

食
の
文
化
祭

見
あ
つ
か
し
さ
ん
」
の
新
酒
の

お
披
露
目
も
あ
り
、
関
係
者
に

よ
る
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
新
酒

の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

国
見
が
誇
る「
食
文
化
」を

次
代
へ

　

国
見
町
が
誇
る
豊
か
な
大
地

と
生
産
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
っ
て
育
ま
れ
る
米
や
野
菜
、

果
物
。
そ
し
て
、
そ
の
豊
富
な

食
材
を
使
っ
て
お
母
さ
ん
た
ち

が
愛
情
を
込
め
て
作
る
多
彩
な

家
庭
料
理
。
毎
日
当
た
り
前
の

よ
う
に
食
卓
に
並
ぶ
家
庭
料
理

こ
そ
が
、
国
見
町
に
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
「
食
文
化
」
で

あ
り
、
次
代
へ
と
守
り
伝
え
て

い
く
べ
き
町
の「
た
か
ら
も
の
」

な
の
で
す
。

国
見
町
の
自
然
と
生
産
者
の
情
熱
に
よ
っ
て
育
ま
れ
る
豊
富
な
食
材
と
、
愛
情
を

込
め
て
腕
を
振
る
う
人
々
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
国
見
の
多
彩
な
〝
食
〟。

そ
ん
な
国
見
町
が
誇
る
〝
食
〟
の
魅
力
を
再
認
識
し
、
次
代
へ
と
伝
え
、
発
信
す
る

場
と
し
て
、「
国
見
町
食
の
文
化
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

国見の“食”
魅力を発信

会場には国見自慢の多彩な “ 食 ” が並びました 食

12国見の豊かな “ 食 ” を楽しむ来場者　3各
料理にはたくさんの知恵と愛情が込められてい
ます　4腕を振るった各地区のお母さんたち
5鏡開きで新酒のお披露目を祝う太田町長ら

1 2 3

４

5
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くにみ幼稚園 生活発表会

くにみももたん広場 クリスマス会

12 月 1 日

12 月 23 日

藤田保育所 クリスマス会 12 月 8 日

国
見
の
冬
の
風
物
詩

あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー

　

今
回
で
26
回
目
を
迎
え
た
年

の
瀬
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
あ
つ

か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
」
の
点

灯
式
が
12
月
23
日
、
上
野
台
運

動
公
園
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

９
２
３
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

点
灯
式
に
併
せ
て「
明
日
へ
。

復
興
・
き
ず
な
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

受
賞
者
の
み
な
さ
ん
に
佐
藤
金

宏
実
行
委
員
会
会
長
と
太
田
久

雄
町
長
か
ら
記
念
品
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
キ
ャ
ン
ド
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
も
行
わ
れ
、
来
場
者
が

キ
ャ
ン
ド
ル
に
灯
り
を
と
も
す

と
、
県
北
中
学
校
美
術
部
の
生

徒
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
『
く
に
み

も
も
た
ん
』
が
描
き
出
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
福
島
学
院
大
学

ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
に
よ
る

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｏ
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
も
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

午
後
5
時
、
関
係
者
が
点
灯

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
標
高

２
８
９
メ
ー
ト
ル
の
阿
津
賀
志

山
山
頂
に
光
の
ツ
リ
ー
の
シ
ル

エ
ッ
ト
が
浮
か
び
あ
が
り
ま
し

た
。
同
時
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

約
２
５
０
発
の
花
火
が
鮮
や
か

に
夜
空
を
彩
る
と
、
会
場
か
ら

は
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
点

灯
式
後
は
、
町
商
工
会
青
年
部

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
温
か
い
そ

ば
が
振
る
舞
わ
れ
、
来
場
者
の

身
も
心
も
温
め
ま
し
た
。

　

あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー

は
、
町
建
設
業
協
会
と
管
工
事

組
合
の
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
設
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
寒
空

の
下
で
の
作
業
が
、
国
見
の
冬

の
風
物
詩
を
支
え
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊　

＊

『
明
日
へ
。
復
興
・
き
ず
な
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
受
賞
者

（
敬
称
略
）

▼
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
で
賞

【
団
体
】
小
坂
ま
ち
づ
く
り
の
会

【
個
人
】
吉
田
勝
美　

▼
と
っ
て

も
き
れ
い
で
賞
【
団
体
】
株
式
会

社
荏
原
風
力
機
械
【
個
人
】
村
上

俊
弘　

▼
び
っ
く
り
ぽ
ん
賞
【
団

体
】
国
見
町
商
工
会
商
業
部
会
・

青
年
部
、
有
限
会
社
山
崎
工
務

店
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
国

見
の
里
【
個
人
】
安
藤
典
夫
、

佐
藤
昭
二
、
村
上
正
勝

1夜空を彩るビッグツリーと花火　2イルミネーション受賞者のみなさん　
3ハンドベル演奏が点灯式に花を添えます　456キャンドルにあかりを
灯す子どもたちと完成した『くにみももたん』　7サンタさんからのプレゼ
ントに笑顔　8冬の風物詩を支える町建設業協会と管工事組合のみなさん

あつかし山
ビッグツリー

1

冬
空
を
彩
る

光
の〝
共
演
〟

2

3

45

6

7 8
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福島圏域 11 市町村による広域連携を進める「福
島圏域連携推進協議会」を 11 月 19 日に新

たに設立しました。
　この協議会は、人口減少・少子高齢化に伴う諸
課題に対し、近隣市町村が連携して、相互に補完
し合いながら事業を推進することで、持続的な発
展と地域の活性化を図ることを目的とします。
　会長の木幡浩福島市長は、設立総会の中で「協
議会設立を機に、市町村の結びつきを一層強め、
広範囲の地域活性化と、連携事業をさらに推進し
てまいりたい」と表明し、地域の諸課題に対し圏
域市町村で連携して対応していくことを強調しま
した。
　今後は、観光連携事業や移住定住促進事業、自
治体職員合同研修、オリンピック・パラリンピッ
ク関連事業等を連携して実施しながら、新たな連
携事業や体制について協議を進めていきます。

広域連携を強力に推進
福島圏域 11 市町村による協議会を新設

握手を交わす参画市町村の首長ら

参画の 11 市町村▶福島市、二本松市、伊達市、本宮市、
宮城県白石市、桑折町、国見町、川俣町、大玉村、飯舘村、
山形県米沢市（オブザーバー）
福島圏域データ▶人口：約 60 万人、面積：約 2,818㎢

町と国見郵便局、福島東郵便局は 11 月 27 日、
包括連携協定を締結しました。

　締結式は国見町役場で行われ、太田久雄町長と
木賀順一国見郵便局長、畠山智福島東郵便局長が
協定書を交わしました。
　協定は、国見町と国見郵便局、福島東郵便局が
双方の資源を有効に活用し、日常の防災活動や大
規模災害発生時の対応のほか、高齢者や障がい者、
子どもの見守り、道路損傷や不法投棄の情報提供、
ふるさと納税や特産品 PR による地域経済活性化
などのさまざまな分野で互いに連携することで、
地域の安全・安心の確保と住民サービスの向上を
図ります。

町と KDDI 株式会社は 12 月 18 日、県内市町村
で初となる地域活性化連携協定を締結しま

した。
　締結式は、国見町役場で行われ、太田久雄町長
と松嶋伸一郎 KDDI 株式会社理事東北総支社長が
協定書を交わしました。
　協定は、株式会社 KDDI の ICT（情報通信技術）
を活用することで、獣害対策の効率化に向けたシ
ステムの構築や、町が進める交流・学びの場づく
りプロジェクト「国見ホイスコーレ」における au
タブレット端末の貸与やホームページ作成講座、
翻訳サービスの提供などの支援の取り組みを推進
し、地域の活性化を図ります。

地域の安全・安心を見守る
町と郵便局が包括連携協定を締結

ICT で地域の活性化を図る
町と KDDI 株式会社が連携協定を締結

協定書を交わす太田町長（右）と松嶋総支社長（左）

協定書を交わす（左から）畠山局長、太田町長、木賀局長

『石原コレクション』常設展示オープニング
セレモニーが 12 月 16 日、観月台文化セ

ンターで行われました。
　『石原コレクション』は、国見町と縁が深かった
故石原巌さんが収集していた美術・工芸品の一部
を町に寄贈されたもので、絵画や彫刻、版画など

一流の美術品を楽しんで
『石原コレクション』を常設展示

テープカットで『石原コレクション』のお披露目を祝う関係者

国見町社会福祉協議会は 11 月 22 日、全国社
会福祉協議会会長表彰を受賞しました。

　同協議会では、平成 18 年度からボランティア
センターを設置し、町内のボランティア活動の拡
大と充実に努めています。同センター事業におい
て、町内ボランティアが集う「ボランティアミー
ティング」を開催し、ボランティアのスキルアッ
プや育成、交流を推進していることなどが「社会
福祉協議会優良活動」として評価され、会長表彰
を受賞しました。
　同協議会の八巻忠一副会長と佐藤清二副会長は
12 月 12 日、山中啓嗣事務局長とともに国見町役
場を訪れ、太田久雄町長に受賞を報告しました。

ボランティア活動振興に尽力
国見町社会福祉協議会が会長表彰受賞

受賞を報告する八巻副会長（右）と佐藤副会長（右から 3 人目）

花
と
緑
で
来
館
者
の
心
に
癒
し
を

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
で
知
事
賞
に
輝
く

　

岡
崎
忠
昭
教
育
長
と
阿
津

賀
志
学
級
担
当
の
坂
内
明
生

社
会
教
育
指
導
員
は
12
月
19

日
、
太
田
久
雄
町
長
に
受
賞

を
報
告
し
ま
し
た
。
坂
内
社

会
教
育
指
導
員
は
「
震
災
で

傷
を
負
っ
た
心
を
花
で
癒
し

た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
花

の
良
さ
を
み
な
さ
ん
に
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
」
と
、
受

賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

▶
太
田
町
長
に
受
賞
を
報
告
す
る
岡

崎
教
育
長
（
右
）
と
坂
内
社
会
教
育

指
導
員
（
中
央
）

福
島
民
友
新
聞
社
、
県

森
林
・
林
業
・
緑
化

協
会
、
農
林
中
央
金
庫
福
島

支
店
が
主
催
す
る
第
51
回
花

い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
が
最
高
賞
の
知
事
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
阿
津
賀
志
学
級
の
グ

ル
ー
プ
学
習
の
一
環
と
し
て

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
推
進

し
、
セ
ン
タ
ー
を
花
と
緑
で

彩
り
、
緑
化
活
動
に
貢
献
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
知
事

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

コンサートに華を添える文化センターの花々

30 点が観月台文化センター
内に常設展示されます。
　セレモニーでは、関係者
によるテープカットが行わ
れ、来場者はお披露目され
た美しい作品の数々を楽し
んでいました。

▶展示された
コレクションの 1 つ

　『無題』
　若林 功 
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町人事行政の運営等の状況
　町の人事行政運営等を町民のみなさんに理解していただくため「国見町人事行政の運営等の状況の公表に関
する条例」に基づき、職員数や給与、服務などの状況について公表します。

問総務課庶務係　☎ 585-2111

1）職員数および任免の状況

■部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在） 	 	 	 	 	 　　	 　（単位：人）

部　門
一般行政部門 特別行政部門 公営企業会計

合計
議会 総務 企画 税務 民生 衛生 農林 商工 土木 小計 教育 水道・下水道

その他
平成 30 年度 2 19 9 9 14 9 10 7 7 86 22 11 119
平成 29 年度 2 18 8 9 14 8 10 6 7 82 21 12 115
対前年増減数 1 1 1 1 4 1 △ 1 4

※特別職（3 人）は含まれていません。	 	 	 	 	 	 	

■一般行政職の級別職員数の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在） 	 　　
級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 合計

標準的な 
職務内容 主事 主任主事 主査 課長補佐 

主任主査 課長等 参事 ―

職員数 7 人 14 人 14 人 27 人 10 人 7 人 79 人
構成比 8.9% 17.7% 17.7% 34.2% 12.6% 8.9% 100.0%

※小数点以下の処理の都合上、合計が 100％にならない場合があります。

■採用および退職の状況
平成 30 年 4 月 1 日

付け採用者数 6 人

平成 29 年度
退職者数 3 人

増減 3 人
※平成 29 年度中採用者 1 名あり

2）職員の給与の状況

■人件費の状況（平成 29 年度普通会計決算） 
住民基本台帳人口

（平成 30 年 3 月 31 日現在）
歳出額

A 実質収支 人件費　
B

人件費率
（B/A）

9,286 人 6,731,404 千円 457,114 千円 1,089,182 千円 16.18%
※人件費には、特別職に支給される報酬なども含んでいます。 

■職員給与の状況（平成 29 年度普通会計決算）
職員数

A
給　　与　　費 １人当りの給与額 

B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B
104 人 381,314 千円 101,232 千円 157,645 千円 640,191 千円 6,156 千円

※職員手当には、退職手当（退職手当負担金）および児童手当は含みません。

■職員の初任給の状況（平成 30 年 4 月 1 日現在）
区　分 初任給

一般行政職
大学卒 190,100 円
高校卒 154,900 円

■特別職の報酬等の状況
区　分 給料・報酬月額 期末手当
町　長 761,000 円 三

役

6 月期 1.40 月分
副町長 608,000 円 12 月期 1.55 月分
教育長 570,000 円 合計 2.95 月分
議　長 338,000 円  議

員

6 月期 1.40 月分
副議長 254,000 円 12 月期 1.55 月分
議　員 228,000 円 合計 2.95 月分

■職員の平均給料月額及び平均年齢
　（平成 30 年 4 月 1 日現在）

区　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 315,400 円 39.9 歳

■主な手当の種類とその内容 

期末・勤勉手当

（一般職）

・期末手当　６月期　1.225 月分　12 月期　1.325 月分
・勤勉手当　６月期　  0.90 月分　12 月期　   0.90 月分
※職制上の段階、職務の級などによる加算措置あり

時間外勤務手当 ・職員一人当たり平均支給年額…737,540 円（平成 29 年度決算額）

扶養手当 ・配偶者…6,500 円　・子…10,000 円　・父母等…6,500 円 
・扶養親族のうち 16 歳から 22 歳までの子…１人 5,000 円加算

住居手当 ・借家借間…27,000 円上限

通勤手当
・交通機関など利用者…63,000 円までは全額、63,000 円を超えた場合、その超えた
　額の 1/2 の額を 63,000 円に加えた額 

・自動車等使用者…通勤距離に応じて、2,000 円～ 46,300 円

特殊勤務手当
・職員全体に占める手当支給者の割合…19.8％ 
・支給対象職員１人当たり平均支給年額…32,331 円　　　　※平成 29 年度 
・代表的な手当の支給者…税務職員など

管理職手当 ・職制上の段階により、50,900 円～ 61,400 円（課長以上）

3）職員の勤務条件の状況

■勤務時間
1 週間の正規の勤務時間 38 時間 45 分

1 日の正規の勤務時間 7 時間 45 分
開　始　時　刻 午前 8 時 30 分
終　了　時　刻 午後 5 時 15 分

■休暇制度
休暇の種類 付  与  日  数

年次有給休暇
年ごとに 20 日間付与され、20 日
を超えない範囲内の残日数は翌年
度に繰り越し可能

（平成 29 年平均取得日数…4.5 日）

特
別
休
暇
（
主
な
も
の
）

産前産後休暇 産前 8 週、産後 8 週
配偶者の出産休暇 3 日以内

育児時間休暇 1 日 2 回各 45 分以内

子の看護休暇 7 日以内
（子が 2 人以上の場合は 10 日以内）

結婚休暇 7 日以内
忌引休暇 続柄により 1 ～ 10 日以内
夏季休暇 6 月から 10 月の間に 5 日以内

短期介護休暇 5 日以内
（要介護者が 2 人以上の場合は 10 日以内）

ボランティア休暇 5 日以内

■育児休業の取得状況（平成 29 年度）

区　分
育児休業の取得期間

1 年以内 1 ～ 2 年以内 2 ～ 3 年以内
男　性 0 件 0 件 0 件
女　性 6 件 0 件 0 件

4）職員の分限処分と懲戒処分の状況（平成 29 年度）

・分限処分…なし
・懲戒処分…3 件

5）職員の服務の状況（平成 29 年度）

区　分 承認件数 事由
服務義務違反 0 件

営利企業等従事許可 0 件

6）職員の研修と勤務評定の状況（平成 29 年度）

■職員の研修の状況
区　分 内容 受講者数

派遣研修
（ふくしま自治
  研修センター）

階層別研修
（一般職員） 21 人

専門研修 7 人

庁内研修
接遇研修 24 人
新規採用職員研修 7 人
庁内管理職研修 11 人

7）職員の福祉と利益の保護の状況（平成 29 年度）

■健康診断等の受診状況　■公務災害と通勤災害
　　　　　　　　　　　　   の発生件数

区　分 受診者数 区　分 件数
定期健康診断 105 件 公務災害 1 件
人間ドック 29 件 通勤災害 0 件

8）公平委員会の業務の状況（平成 29 年度）

区　分 件数
勤務条件に関する措置の要求の状況 0 件
不利益処分に関する不服申し立ての状況 0 件
人事行政相談の状況 0 件

■職員の勤務評定の状況   
　6 月期および 12 月期の勤勉手当について、
勤務評定を実施し、その評定を反映させて支
給しています。
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【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

Vol.19

町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百年
後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」の取り組み
を進めています。町や地域が行うこの取り組みについて、毎月お伝えし
ていきます。

　国登録文化財「奥山家住宅」の洋館で 12 月 17 日、
「クリスマスワークショップと日本のクリスマスの歴

史のお話」を行い、町内外から 26 人が参加しました。
　今回が初めてとなるこのイベントは、大正 10 年に
建てられた西洋建築の洋館で、同じく大正時代より
親しまれ始めた日本のクリスマス文化の歴史を学ぶ
ことをテーマに行われました。

　その後、国見特産の
あんずジャムを使った
特製バターケーキを食
べながら、日本のクリ
スマスの歴史の話を聞

◀
昔
な
が
ら
の
バ
タ
ー

　

ケ
ー
キ
を
堪
能

~ 国登録有形文化財奥山邸で過ごすクリスマス ~

クリスマスワークショップと日本のクリスマスの歴史のお話

くにみ幼稚園
（年中組）

太田町長に優勝報告する鈴木さん（右）。
町と町体育協会から激励金が贈られました

　第 15 回アジアシニアボウリング選手権大会女子シニア部門
で総合優勝した鈴木英子さん（川内）は 12 月 19 日、国見町
役場を訪れ、太田久雄町長に快挙達成を報告しました。
　鈴木さんは、沖縄県で 12 月 9 日から 17 日にかけて行われ
た同大会女子シニア部門に日本代表として出場し、予選を 1 位
で通過。上位 16 人で競うマスターズを制し、優勝の栄冠に輝
きました。太田町長にメダルを披露した鈴木さんは、「さらに
上を目指して頑張りたいです」と今後の意気込みを語りました。

ひきち　しゅうま

さいとう　えれな

あんざい　ななお

町青少年育成町民会議は 12 月 18 日、全国大
会や県大会に出場する児童生徒のみなさん

に奨励金を交付しました。

奨励金を手に活躍を誓うみなさん

【第 71 回全日本バレーボール高等学校選手権大会出
場】工藤彰悟（高 1）、【第 57 回福島県高等学校新
人体育大会卓球競技出場】菊地真夢（高 2）、【第 44
回福島県中学校新人柔道大会出場】佐藤善久（中 2）、

藤原華凜（中 1）、【第 38 回福島県中学校新人ソフ
トテニス大会出場】佐藤菜子（中 2）、渡辺乙葉（中 2）、

【平成 30 年度「ふくしまっ子ごはんコンテスト」出
場】朽木紗雪（小 6）

がんばるみなさんを応援
上位大会出場者に奨励金交付

鈴木英子さんがアジア大会優勝
第 15 回アジアシニアボウリング選手権

えんそく はっぴょうかい

「なわとびをとんだところ」「さかなをみたこと」

たかはし　ひなか
「うみのもりすいぞくかん」 「はっぴょうかいでおどっているところ」

～歴史文化基本構想の策定に向けて～  町民ワークショップ
後世に伝えたい、残したい、私たちの営み
　11 月 30 日、観月台文化センターで、歴史文化基
本構想に向けた町民ワークショップを行いました。
広報くにみ 11 月号で紹介した歴史文化基本構想策定
に向けた取り組みの一つとして行った今回のワーク
ショップでは、「阿津賀志山」と「守り、伝えたい地
域の活動」というテーマを中心に、参加者が地区ご
とに班になり、思い出話を交えながら地域の歴史や
文化、営みについて考える有意義な時間となりまし

◀
話
し
合
っ
た
こ
と

　

を
書
き
出
し
ま
す

た。
　平成 31 年度の構想策
定へ向け、今後もみな
さんのご協力をお願い
します。

第 4 回鹿島神社例大祭フォトコンテスト
応募作品を展示しています！
　今年も 10 月 25 から
27 日にかけて行われた
鹿島神社例大祭。町指
定無形民俗文化財であ
る、神

み こ し

輿と山
だ し

車の迫力
ある祭礼の様子を多く
の方に撮影していただ
き、フォトコンテストが開催されました。活気あふ
れる一瞬を切り取った作品をぜひご覧ください。
　　　　　国見町文化財センター「あつかし歴史館」
　　　　　（国見町大字大木戸字霞原 3）
　　　　　1 月 30 日水まで展示中
　　　　　午前 9 時から午後 4 時 30 分（月曜休館）

場　所

期　間

最優秀作品『祭り気分上々』

毛利周一さん（伊達市）

いたり、クリスマスの楽しい思い出を語り合いました。
　参加者からは、「歴史ある洋館で優雅なひとときが
過ごせた」など、満足の声が寄せられました。町外
からの参加者も多かった今回、奥山家住宅や国見町
の歴史に興味を持つ契機となると良いものです。

思い出のクリスマスケーキの味は
　　　　バタークリーム？生クリーム？

12オーナメントで飾り付け
したツリーと洋館内　3夢中
で作る参加者のみなさん

　坂内まゆ子さん（FRIDAY 
SCREEN）によるワークシ
ョップでは、和紙を使っ
てクリスマスにぴったり
の星型のオーナメントを
作りました。 　日本を代表するお菓子メーカーの不二家がクリスマ

スケーキの販売を始めたのが明治 43 年。その後、日本
人の好みの味を研究し、イチゴのショートケーキが作ら
れました。当時は日持ちがするバタークリームを使用
し、冬には手に入らないイチゴの代わりにフルーツジャ
ムやバタークリームのバラなどで装飾されていました。
　昭和 40 年代の高度経済成長で冷蔵庫が普及すると、
バタークリームの代わりに生クリームが主流となり、
紅白の色合いの縁起の良さに、イチゴのショートケー
キが定番になったと言われています。

1

2

3
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感謝の気持ちを込めて丁寧に

1 年間お世話になりました
　ミニバスケットボールスポ少が大掃除
　国見ミニバスケットボールスポーツ少年団は 12 月 22 日、
団員 25 人と保護者が上野台体育館の清掃を行いました。
　清掃は、１年間練習でお世話になった体育館に感謝を込め
て毎年行っているもので、団員らは体育館の雑巾がけやトイ
レ、ロッカー室などを隅々まで清掃しました。きれいになっ
た体育館で、新年から気持ちを新たに練習に励みます。

太田町長に目録を手渡す大友連盟長（左から 2 人目）

町の復興に役立てて
　日本鳩レース協会が寄付
　観月台文化センターで毎年レース鳩品評会を開催している
日本鳩レース協会東北南部ブロックは 12 月 2 日、復興支援に
役立ててほしいと町に 3 万円を寄付しました。
　贈呈式では、同協会東北南部ブロックの大友勝好連盟長ら
が太田久雄町長に目録を手渡し、太田町長が「復興のために
有効に活用します」と謝意を述べました。

パネルディスカッションの様子（右は熊坂さん）

女性の視点で国見の魅力を発信！
　「くにみ女子カフェ」を開催
　女性活躍推進フォーラム「くにみ女子カフェ」が 12 月 14 日、
道の駅国見あつかしの郷で行われ、約 40 人が参加しました。
　第１部では、株式会社 SML の熊坂仁美さんが講演し、興味を
引く「見せ方」のコツを参加者に伝授。第２部では、町内外で
活躍する女性をパネリストに迎え、眠っている町の魅力を広く
発信する方法についてパネルディスカッションが行われました。

たくさんの遊具を寄贈いただきました

子どもたちに遊びと学びの場を
　国見子どもクラブで「プレイルーム」開催
　非営利型一般社団法人リトルオリーブこども基金による 1
日限定の遊び場「プレイルーム」が 12 月 8 日、国見子どもク
ラブで開かれ、幼稚園児や小学生ら約 30 人が参加しました。
　ボランティアのみなさんと一緒に組み立てたピカピカの遊
具で遊んだり、英語の絵本の読み聞かせ、宝探しゲームなどを
楽しんだ子どもたちは、笑顔あふれるひとときを過ごしました。

“ くにみの母ちゃん ” から料理を学ぶ参加者

地域に受け継がれる家庭料理を学ぶ
　くにみの母ちゃん料理教室
　くにみの母ちゃん料理教室が 12 月 15 日、観月台文化セン
ターで開かれ、参加者 15 人が国見町に受け継がれてきた家庭
の “ 味 ” を学びました。
　教室は「簡単おせち」をテーマに行われ、煮物と紅白なます、
りんごきんとんの 3 品に挑戦。参加者は、町食生活改善推進
員のみなさんの指導のもと、真剣に作り方を学んでいました。

“ 芸 ” を極めて人生豊かに
　第 1 回寿クラブ芸能祭を開催
　国見町寿クラブ連合会主催の第 1 回寿クラブ芸能祭が 11 月
27 日、観月台文化センターで開かれました。
　芸能祭では、詩吟や大正琴、カラオケ、手品、舞踊など多
彩なステージ発表が行われ、会員らが日頃の練習の成果を披
露。観客からは盛んな声援が送られるなど、会場が一体となっ
て盛り上がり、参加者は楽しいひとときを過ごしました。多彩な “ 芸 ” で会場を盛り上げました

農業施策の積極的な推進を
　町農業委員会が意見書を提出

意見書を手渡す朽木会長（中央）と渋谷福重会長職務代理者（右）

　町農業委員会は 12 月 20 日、「平成 31 年度農地等利用最適化
推進施策の改善についての意見」を太田久雄町長へ提出しました。
　意見書は、町の基幹産業である農業の各種施策の積極的な
推進についての意見を集約したものであり、「くにみ農業ビジ
ネス訓練所」の活用や今年 4 月に開設される福島大学農学群
食農学類との連携など、8 項目の意見が盛り込まれています。

ピアノ・箏・コーラスのコラボステージで観客を魅了

素敵な音楽で優美なひとときを
　コンサート『音楽の贈りもの』
　「良い音楽を届ける会」主催のコンサート『音楽の贈りもの』
が 12 月 1 日、観月台文化センターで開かれました。
　コンサートでは、ピアニストの柳沢慶子さん、箏

こと

の高橋萩
寿々さん、コーラスの国見フラウェンによる合同ステージな
どが披露され、会場に響き渡る美しいハーモニーで、観客を
優美な音楽の世界へと誘

いざな

いました。

　木育親子木工セミナーが 12 月 15 日、観月台文化センターで
開かれ、11 組の親子らが県産杉材でイス作りに挑戦しました。
　セミナーでは、ディ・シー・ツー有限責任事業組合の白井
貴光氏ら 4 人の講師の指導のもと、設計図に合わせて木材を
ノコギリで切るなど、親子で協力しながら作業を進め、オリ
ジナルのイスを完成させました。

親子で木製のイスづくりに挑戦！
　木育親子木工セミナー

協力してイスづくりに挑戦する親子ら

道の駅で安全運転を呼びかけ
　年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動
　年末年始の交通事故防止県民総ぐるみ運動の開始に合わせ、
町交通対策協議会は 12 月 10 日、道の駅国見あつかしの郷で
交通安全啓発活動を行いました。
　啓発活動には、佐藤弘利副町長、木幡寿夫福島北警察署桑
折分庁舎所長、町交通対策協議会委員らが参加し、来場者に
反射材などを配りながら、安全運転などを呼びかけました。交通安全を呼びかける佐藤副町長（中央）と木幡所長（右）ら

15 14



保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 30 年 11 月生まれ）
・9 か月児（平成 30 年 5 月生まれ）

3 月 28 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 45 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

3 月 6 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

観月台文化センター
第 1 和室

【実施内容】　親子体操とママカフェで親子で楽しく過ごせる会にします。身体計測も行います。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申込み方法》　前日まで保健福祉課に電話で申込みください。

＊＊＊ 1 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 29 年 6 月 1 日から
平成 29 年 8 月 31 日生まれの幼児

3 月 14 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 30 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体測定を行い
　　　　　　ます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽に相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

町では、食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の
子どもたちを対象に食育教室を開催しています。12 月は 7 回開催しました。

食育 シリーズ
健
けんこう

口キッズ

佐
さ と う

藤紗
さ ゆ き

咲ちゃん 佐
さ と う

藤果
か な

奈ちゃん 越
えちぜん

前葵
あ お は

葉ちゃん

斎
さいとう

藤蒼
あ お ば

葉ちゃん 秦
はた

陸
り く と

斗ちゃん 五
い が し ま

十島尊
たける

ちゃん 原
は ら だ

田涼
す ず は

葉ちゃん

11 月 20 日に実施した 3 歳 6 か月健診で、むし歯が 1 本もなかった
お子さんたちです。

阿
あ べ

部絆
は の ん

音ちゃん

  予防接種はお早めに !　～定期予防接種「高齢者肺炎球菌ワクチン」～

　今年度対象となる方へは昨年 4 月にお知らせしています。接種を希望される方は 3 月 31 日までが接種期間
となりますので、早めに受けるようにしましょう。

平成 30 年度対象者
65 歳 昭和 28 年 4 月 2 日から昭和 29 年 4 月 1 日生まれ
70 歳 昭和 23 年 4 月 2 日から昭和 24 年 4 月 1 日生まれ
75 歳 昭和 18 年 4 月 2 日から昭和 19 年 4 月 1 日生まれ
80 歳 昭和 13 年 4 月 2 日から昭和 14 年 4 月 1 日生まれ
85 歳 昭和 8 年 4 月 2 日から昭和 9 年 4 月 1 日生まれ
90 歳 昭和 3 年 4 月 2 日から昭和 4 年 4 月 1 日生まれ
95 歳 大正 12 年 4 月 2 日から大正 13 年 4 月 1 日生まれ

100 歳 大正 7 年 4 月 2 日から大正 8 年 4 月 1 日生まれ
60 歳から 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能に自己の
身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害や、ヒト免疫
不全ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な
程度の障害がある方

◎過去に肺炎球菌ワクチンを接種した
　方は対象となりません。対象者でも
　町データで接種歴がある方へはお知
　らせしていません。

◎平成 27 年度から平成 30 年度は各
　年度に 65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・
　85 歳・90 歳・95 歳・100 歳になる
　方が対象者となります。

※会場に注意してください。

正しく持てました◎ 豆つかみゲームに夢中！

お椀の持ち方分かるかな？

年中・年長組
テーマ

「箸の正しい
持ち方について」

年少組
テーマ

「食事の
マナーについて」
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くらしの情報

農業委員会からの
お知らせ

　1 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。

　◆日　時　1 月 15 日火
　　　　　　午後 1 時 30 分から

　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室
　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

高
齢
者
世
帯
の
除
雪
を

支
援
し
ま
す

　

除
雪
を
自
ら
行
う
こ
と
が
困

難
な
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高

齢
者
世
帯
を
対
象
に
除
雪
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
福

祉
課
長
寿
介
護
係
ま
た
は
担
当

民
生
委
員
に
申
込
み
く
だ
さ

い
。

※
作
業
は
国
見
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
が
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯

▼
支
援
内
容　

積
雪
10
㎝
以
上

の
場
合
行
い
ま
す

※
除
雪
は
玄
関
か
ら
道
路
ま
で

の
歩
行
す
る
部
分
を
行
い
ま
す

▼
自
己
負
担　

１
８
３
円
（
1

回
2
時
間
未
満
）

問
保
健
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
５
８
５
‐
２
１
２
５

公
立
藤
田
総
合
病
院

第
63
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
の
み
な
さ
ん
に
向
け
て
定

期
的
に
「
元
気
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
申
込
み
不

要
・
無
料
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
の

で
、気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

1
月
24
日
木
午
後
4

時▼
会
場　

公
立
藤
田
総
合
病
院

総
合
受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン

グ
リ
ラ

▼
演
題　

効
果
的
な
中
高
齢
者

の
運
動
～
何
に
注
意
し
、
ど
う

進
め
る
か
～

▼
講
師　

公
立
藤
田
総
合
病
院

堀
川
哲
男
院
長

問
公
立
藤
田
総
合
病
院
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
第
一
号
被

保
険
者
の
み
な
さ
ん
へ

～
国
民
年
金
基
金
制
度
～

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営

業
・
農
業
な
ど
の
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
の
方
々
が
ゆ

と
り
の
あ
る
老
後
を
過
ご
せ
る

よ
う
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
す

る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

加
入
で
き
る
の
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
お
よ
び
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

　
「
生
涯
受
け
取
る
終
身
年
金
」

が
基
本
で
す
の
で
、
長
い
老
後

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

掛
金
は
全
額
が
課
税
所
得
か
ら

控
除
で
き
る
の
で
、「
所
得
税

と
住
民
税
」が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

受
け
取
る
年
金
も
「
公
的
年
金

等
控
除
」
の
対
象
と
な
り
、
税

制
面
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。

　

万
が
一
早
期
に
亡
く
な
っ
た

時
、
家
族
に
「
遺
族
一
時
金
」

が
支
給
さ
れ
ま
す
（
一
部
の
年

金
タ
イ
プ
を
除
く
）。
な
お
、

遺
族
一
時
金
は
全
額
非
課
税
で

す
。
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ

て
、
年
金
額
や
受
取
期
間
を
設

計
で
き
ま
す
。

問
福
島
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０
‐
６
５
‐

４
１
９
２

あ
な
た
の
お
宅
に
は
付

い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

昨
年
10
月
、
宮
城
県
内
の
住

宅
で
家
族
6
名
が
死
亡
す
る

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま

た
、
11
月
に
は
県
内
で
7
名
の

方
が
、
12
月
に
は
富
山
県
で
4

名
の
方
が
死
亡
す
る
住
宅
火
災

が
立
て
続
け
に
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

ま
た
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者

を
防
ぐ
た
め
に
有
効
な
の
が
、

煙
を
早
期
に
キ
ャ
ッ
チ
し
て
知

ら
せ
て
く
れ
る
「
住
宅
用
火
災

警
報
器
」
で
す
。

　

統
計
上
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
れ
ば
、
火
災
発
生

時
の
死
亡
リ
ス
ク
が
約
半
分
に

減
少
し
ま
す
。

　

ま
だ
付
け
て
い
な
い
お
宅

は
、「
大
切
な
家
族
」
を
守
る

た
め
に
も
、
早
期
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
！

　

伊
達
消
防
本
部
で
は
、
管
内

の
高
齢
者
世
帯
な
ど
に
対
し
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
消
防

署
へ
確
認
く
だ
さ
い
。

問
伊
達
地
方
消
防
組
合
消
防
本

部
中
央
消
防
署
西
分
署

☎
５
８
２
‐
３
１
９
０

介
護
福
祉
士
養
成
科

訓
練
生
募
集

　

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
郡
山
で

は
、
求
職
中
の
方
を
対
象
と
し

て
、国
家
資
格
「
介
護
福
祉
士
」

の
取
得
と
介
護
福
祉
業
界
へ
の

正
社
員
就
職
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
2
年
間
の
教
育
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
コ
ー
ス　

介
護
福
祉
士

養
成
科

▼
訓
練
期
間　

４
月
か
ら
平
成

32
年
3
月
（
2
年
間
）

▼
訓
練
会
場　

県
内
の
介
護
福

祉
士
養
成
施
設

▼
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
や
保
険
代
等

は
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
そ
の
他　

募
集
期
間
は
、
1

月
中
旬
か
ら
2
月
末
日
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、受
講
対
象
者
・

度
の
水
利
費
賦
課
の
基
準
と
な

る
農
地
面
積
な
ど
に
変
更
が
あ

る
場
合
は
、
届
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
届
出
が
必
要
な
場
合

・
農
地
の
売
買
な
ど
に
よ
り
所

有
者
が
変
わ
っ
た
と
き

・
地
区
除
外
を
す
る
と
き

・
経
営
移
譲
や
死
亡
な
ど
で
名

義
変
更
を
し
た
と
き

・
農
地
の
賃
借
が
あ
っ
た
と
き

（
水
利
費
の
支
払
義
務
者
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
届
出
期
限　

3
月
22
日
金
ま
で

▼
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

伊
達

西
根
堰
土
地
改
良
区

☎
５
８
２
‐
２
３
１
９

申
込
み
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
て
確
認
く
だ

さ
い
。

問
福
島
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ

ー
郡
山　

経
営
企
画
担
当　

☎
０
２
４
‐
９
４
４
‐

１
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
‐
９
４
３
‐

７
９
８
５

西
根
堰
土
地
改
良
区

農
地
異
動
届

　

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
費

の
水
利
費
賦
課
は
、
毎
年
4
月

1
日
現
在
の
農
地
面
積
を
基
準

に
算
定
さ
れ
ま
す
。
平
成
31
年

※詳しくは、１月下旬発行予定の各戸配布チラシ
　「申告のお知らせ」をご覧ください。

■申告会場問い合わせ電話番号
　☎ 585-1083（直通、期間中に限る）

■スマホ、タブレット端末から電子申告が
　可能となりました。詳しくは国税庁ホー
　ムページをご覧ください。

■ご都合の許す範囲内で、記載の日程での
　来庁に協力ください。

■福島税務署（☎ 534-3121）では、ウィル
　福島アクティおろしまち（旧卸町会館）
　で申告相談を実施します。
　開設期間：2 月 18 日月から 3 月 15 日金
　（土日を除く。ただし、2 月 24 日日および

　  3 月 3 日日は開設します）

期 間　2 月 15 日金から 3 月 15 日金

　　　 午前の部　午前 9 時から（受付 11 時 30 分まで）
　　　 午後の部　午後 1 時から（受付 4 時 30 分まで）

会 場　観月台文化センター 3 階　第 1 研修室

問税務課課税係　☎ 585-2778

所得税・住民税申告相談がはじまります

所得申告相談日程（国見町会場）

受付月日 町内会名
午前の部 午後の部

2 月 15 日金 小坂・太田川 前田・泉田上
18 日月 泉田（中・下） 鳥取・板橋
19 日火 板橋南 内谷（西・東）
20 日水 貝田
21 日木 光明寺 高城・山根
22 日金 大木戸 鶉町・上野
25 日月 滝山・小林 山崎北・山崎舘
26 日火 山崎（小舘・宮舘・宮前） 源宗山（西・東・北）
27 日水 大坂・山崎耕谷 山崎沢田
28 日木 石母田（東・表・北） 石母田（原・西）

3 月 1 日金 駅前・錦町 大町南
4 日月 大町北・本町 宮町（南・北）
5 日火 宮東・町東 藤田（光陽・宮前）
6 日水 原町・築舘 並柳
7 日木 中部・北部 川内
8 日金 森江野第 1 森江野第 2

10 日日 全地区
11 日月 森江野第 3 森江野第 4
12 日火 徳江北 森江野第 7
13 日水 森江野第 8 森江野第 9
14 日木 森江野第 10・第 11 森江野第 12
15 日金 全地区

3 月 10 日日も
申告相談を行います

国見町
会　場
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くらしの情報くらしの情報

戸 籍 の 窓 口
11 月 21 日～ 12 月 20 日受付分

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

● 誕 生 お め で と う ●

● 結 婚 お め で と う ●

岩崎　心
み さ と

聖ちゃん
翔太さん　ひかるさん（ 第 1 2 ）

掲載を希望されない方は、届出の際に
お申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

平舘　健太郎さん
野田　幸恵さん

（ 大 町 南 ）

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）まで連絡ください。

瀬戸　岳
たけはる

陽ちゃん

　　　峻
としはる

陽ちゃん
聡さん　星さん

（ 中 部 ）

戸籍の窓口からのお知らせ

人口と世帯 人口 9,184 人 （△15）

男 4,429 人 （△ 6）

女 4,755 人 （△ 9）

世帯 3,425 世帯（＋ 2）

平成 30 年 11 月 30 日現在
※ 広報くにみでは住民基本台帳
　 人口を掲載しています。

2 月の相談会
「心配ごと相談」 「障がい者相談」
2 月 14 日木、28 日木 2 月 19 日火

午前 9 時から正午 午前 10 時から午後 4 時

観月台文化センター
第 2 和室

観月台文化センター
第 2 和室

民生児童委員 NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守します。費用はかかりません。予約制ではあり
　ません。気軽に来場ください。
問保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

開催日

時　間

場　所

相談員

広報くにみ＆町ホームページに
広告を掲載してみませんか？

広報くにみ
1 枠（縦 45㍉×横 174㍉） 12,000 円 /1 回

半枠（縦 45㍉×横 84㍉） 6,000 円 /1 回

ホームページ
1 枠（トップページ下段） 6,000 円 / 月

問総務課文書広報係　☎ 585-2113

町では、広報くにみや町ホームページに掲載
する有料広告を募集しています。
詳しくは問い合わせください。

ヨコ 174㍉

タ
テ
45
㍉

申込期限（3 月号掲載分）：2 月 11 日月まで

広告掲載

酒井　大
たいよう

耀ちゃん
雄人さん　なつきさん（ 第 1 ）

　平日木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

≪窓口延長の日≫ 1 月 10 日、17 日、24 日、31 日
　　　　　　　　 2 月 7 日、14 日、21 日、28 日

≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
　　　　　　　　　　　書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係まで問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

住民基本台帳の
閲覧状況

住民基本台帳法第 11 条第 3 項及び第 11 条の 2 第 12 項、住民基本台帳の一部の
写しの閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第 3 条の規定に基づき、住民
基本台帳の閲覧状況を次のとおり公表します。

問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115
閲覧月日 閲覧した団体などの名称 閲覧事由 閲覧した範囲

1 月 11 日
一般社団法人　中央調査社
会長　大室真生

（委託者：内閣府大臣官房政府広報室）

「社会意識に関する世論調査」実施のための
  対象者抽出 大字森山地区

5 月 17 日

株式会社建設技術研究所  東北支社
常務執行委員  支社長  西村達也

（委託者：国土交通省東北地方整備局
  福島河川国道事務所）

「阿武隈川の河川環境整備事業に関する
  アンケート調査」実施のための対象者抽出 全地区

8 月 29 日
一般社団法人　中央調査社
会長　大室真生

（委託者：内閣府大臣官房政府広報室）

「再犯防止対策に関する世論調査」
（附帯調査：インターネットの安全・安心に

  関する世論調査）実施のための対象者抽出
大字藤田地区

10 月 19 日
株式会社 IT スクエア
代表取締役社長　渡邉　亨　

（委託者：福島県商工労働部長）

「福島県まちづくりに関する意識調査」
  実施のための対象者抽出

大字石母田地区
大字西大枝地区

11 月 6 日 自衛隊福島地方協力本部長 自衛官等の募集に伴う広報のための対象者抽出 全地区

12 月 5 日
一般社団法人　中央調査社
会長　大室真生

（委託者：東京大学社会科学研究所）

「働き方とライフスタイルの変化に関する
  全国調査 2019」実施のための対象者抽出 大字小坂地区

（平成 30 年 1 月 1 日から 12 月 31 日）

2 月 2 月土　午前 10 時から正午
観月台文化センター
50 人（先着順）　　　　　　1 月 25 日金

おかねとカラダの
健康セミナー
「くらしとおかね、カラダの健康」

について学んでみませんか？

観月台文化センター　☎ 585-2676

場  所
日  時

定  員 申込締切

申込み・問い合わせ

講演『100 年人生を豊かにする』
講師　金融広報アドバイザー　宍戸美香  氏

第1部

頭もからだも元気になれる
健康体操
講師  福島県レクリエーション協会  鈴木道代  氏

＊動きやすい服装でお越しください

第2部

※電話または窓口で申込みください。

参加無料

Q先日夫が亡くなりました。私たち夫婦の間に
は子供がいないのですが，夫の弟が遺産を分

けて欲しいと言っています。夫の弟にも相続権は
あるのでしょうか？

A亡くなった方（被相続人）が遺言を残してい
ない場合，民法で定められている優先順位に

より相続人が決まることは前回お話ししたとおり
です。被相続人の子（孫）や父母（祖父母）がい
れば兄弟姉妹に相続権はありませんが，いずれも
いないときは，第３順位の兄弟姉妹が被相続人の
配偶者と共に相続人となります。被相続人より先
に兄弟姉妹が亡くなっている場合は，甥姪の一代
に限り代襲相続人となります。
　ただし，被相続人に婚外子や先妻との間の子が
いる場合は，その子が相続人となりますので，相
続人を確定させるにはしっかりと戸籍を調べる必
要があります。

　次回は、第 4 回「遺言書が争いを防止する？」
をテーマに案内します。

　不明な点は問い合わせください。
　問福島県司法書士会　☎ 534-7502
　問福島地方法務局　　☎ 534-2045　

「誰が相続人になるの？②」第3回
相続登記 Q&A

内村　　眞さん 79 （ 町 東 ）

引地　　孝さん 95 （ 徳 江 北 ）

三瓶　好子さん 88 （山崎宮舘）

宍戸　洋子さん 85 （ 板 橋 ）

吉田ヨシ子さん 83 （ 第 4 ）

桵澤マスエさん 85 （ 光 明 寺 ）

齋藤ヒサ子さん 90 （山崎小舘）

齋藤　正昭さん 76 （ 錦 町 ）
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行事のお知らせ

渡
邉
拓
馬
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

  

一
流
選
手
の
美
技
を
体
感

渡邉拓馬さんと交流を深めた子どもたち

　

元
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本

代
表
で
、
現
在
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
３

ス
リ
ー
バ
イ
ス
リ
ー

×
３
で
活
躍
中
の
渡
邉

拓
馬
さ
ん
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
教
室
が
12
月
8
日
、
柏
葉
体

育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
町
内
の
小
中
学
生

約
50
人
、
第
2
部
は
県
北
中
学

校
は
じ
め
伊
達
管
内
の
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員
約
50

人
が
参
加
し
、
３
×
３
を
一
緒

に
プ
レ
ー
す
る
な
ど
し
て
交
流

し
ま
し
た
。
渡
邉
さ
ん
は
、
夢

に
向
か
っ
て
全
力
で
取
り
組
む

伊
達
地
方
一
周
駅
伝
競
走
大
会

  

師
走
に
各
市
町
の
代
表
が
激
走

　

第
37
回
伊
達
地
方
一
周
駅
伝

競
走
大
会
が
12
月
2
日
、
川
俣

町
か
ら
伊
達
市
保
原
町
ま
で
のタスキをつなぐ国見町チーム

12
区
間
49
・
3
㎞
の
コ
ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駅
伝
日
和
の
快
晴
の
も
と
、

伊
達
管
内
の
1
市
3
町
か
ら
11

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
国

見
町
チ
ー
ム
は
、
沿
道
か
ら
の

声
援
に
応
え
な
が
ら
全
力
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
見
事
準
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
見
町
チ
ー
ム
か
ら

佐
藤
悠
貴
也
選
手
と
酒
井
透
選

手
が
区
間
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

子どもたちと交流する渡邉さん

暮
ら
し
の
中
の
木
づ
か
い
展

  「
暮
ら
し
の
中
の
木
」
の
魅
力
を
再
発
見

　
「
暮
ら
し
の
中
の
木
づ
か
い

展
」
が
11
月
24
日
と
25
日
の
2

日
間
に
わ
た
り
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、「
暮
ら
し
の

中
の
木
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
産

材
や
地
域
材
を
使
用
し
た
日
用

品
な
ど
の
木
製
品
が
展
示
さ

れ
、
来
場
者
は
実
際
に
触
れ
な

が
ら
、
国
産
・
地
域
材
製
品
の

質
の
高
さ
や
木
の
ぬ
く
も
り
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
会
の
他
に
も
イ

ス
作
り
な
ど
の
木
工
体
験
や
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
安
藤
直
人

氏
を
講
師
に
迎
え
た
講
演
会
・

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
参
加
者
は
「
木
の
あ

る
暮
ら
し
」
の
豊
か
さ
を
再
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
東
京

２
０
２
０
大
会
に
併
せ
て
日
本

の
魅
力
を
発
信
す
る
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
内
閣
府
か
ら

「
ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
２
０
２
０
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
認
証
を
得
て
開

か
れ
た
も
の
で
す
。

アイシングクッキーを作る表情は真剣

こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
、
参
加

者
は
熱
心
に
指
導
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

　

教
室
は
、
東
京
２
０
２
０
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
も
開
か

れ
、
参
加
者
全
員
で
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
へ
の
機
運
を
高
め
ま
し
た
。

1 月 12 日 土 子ども和楽器体験教室⑨

13 日 日 成人式

15 日 火 移動図書（1 年生）

16 日 水 くにみ女性教室

17 日 木 移動図書（2 年生）

18 日 金 成人学級

19 日 土 ベーゼンドルファー新春の特別試弾会
（～ 20 日）

国見っ子わんぱく広場⑨

子ども和楽器体験教室⑩

20 日 日 親子クッキング教室

21 日 月 移動図書（3 年生）

23 日 水 三学級合同学習「ALT 講話」

26 日 土 子ども司書講座⑧

子ども和楽器体験教室⑪

27 日 日 若い芽のつどい

ショートショート「創作文大会」

30 日 水 くにみ女性教室

2 月 2 日 土 おかねとカラダの健康セミナー

8 日 金 成人学級 閉講式

9 日 土 国見っ子わんぱく広場⑩閉所式

　

こ
ど
も
ま
つ
り
が
12
月
16

日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
幼
稚
園
年
長
児
か
ら

小
学
6
年
生
ま
で
の
37
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

国
見
民
話
の
会
、
人
形
劇

サ
ー
ク
ル
エ
プ
ロ
ン
、
国
見
っ

子
わ
ん
ぱ
く
広
場
指
導
員
、
女

性
教
室
の
み
な
さ
ん
の
協
力
の

も
と
、
人
形
劇
鑑
賞
や
お
菓
子

づ
く
り
、
小
物
づ
く
り
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
菓
子
作
り
で
は
、
小
野
暢

子
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、「
ア

イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
」に
挑
戦
。

子
ど
も
た
ち
は
、
雪
だ
る
ま
や

家
の
形
を
し
た
ク
ッ
キ
ー
を
ア

こ
ど
も
ま
つ
り
開
催

  

一
足
早
く
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫

イ
シ
ン
グ
で
き
れ
い
に
飾
り
付

け
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
活
動
を
通

し
て
交
流
を
深
め
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

かわいいリースができました♪

木工体験でイス作りに挑戦する親子

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場  

冬
休
み
特
別
体
験
活
動

  

子
ど
も
た
ち
が
お
正
月
行
事
を
体
験

 　

国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
が

12
月
22
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
子
ど
も
た
ち

が
冬
休
み
恒
例
の
餅
つ
き
と
お

正
月
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
寿
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
み
な
さ
ん
の
協
力
の

も
と
、
千
本
杵
を
使
っ
て
餅
つ

き
を
体
験
。
つ
き
た
て
の
餅
で

作
っ
た
お
雑
煮
と
あ
ん
こ
餅
は

子
ど
も
た
ち
に
大
好
評
で
、
何

度
も
お
か
わ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
正
月
遊
び
で
は
、
福
笑
い

みんなでぺったんぺったん♪

や
ジ
ャ
ン
ボ
国
見
民
話
か
る
た

を
楽
し
み
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

三
学
級
合
同
学
習  

年
忘
れ
落
語
を
聞
く
会

  

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・
女
性
教
室

　

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・

女
性
教
室
の
三
学
級
合
同
学
習

「
年
忘
れ
落
語
を
聞
く
会
」
が

12
月
14
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
学
級
生
約
80

人
が
落
語
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
続
い
て
「
ふ
く
し
ま

素
人
落
語
の
会
」
の
６
人
が
出

演
し
、
古
典
落
語
か
ら
現
代
落

語
ま
で
多
様
な
落
語
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
ホ
ー
ル
で
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
学
級
生
は

ゆ
っ
た
り
と
落
語
を
楽
し
み
、

今回初出演の初音家おと丸さん

笑
い
に
あ
ふ
れ
た
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。
年
末
に
笑
い

で
1
年
を
締
め
く
く
る
落
語
の

講
座
は
、
学
級
生
の
楽
し
み
の

一
つ
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

23 22
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　あけましておめでとうござい
ます。今年は平成が終わり、新
しい時代が幕を開けます。そん
な記念すべき年が、みなさんに
とって輝かしい年でありますよ
うに。そして、みなさんが輝く姿
をたくさんカメラに収めたいと
思います。今年もよろしくお願い
します。 （Y.T）

あ と が き

　明けましておめでとうございます。国見町ラヂオ課も
もたんFMスタッフの石川です。2018年が終わり、2019
年が始まりました。昨年の12月23日には上野台総合運
動公園グリーンアリーナ923で「明日へ。復興・絆イルミ
ネーション　キャンドルパーティ　あつかし山ビッグツリー
～ろうそくのやさしい灯りをみんなで灯そう～」が行わ
れました。オープニングセレモニーでは、イルミネーショ
ン表彰式が行われました。受賞された方々の作品が写

真で貼り出されていて、「直接見に行ってみたい」と思う
ものばかりでした。受賞された方々おめでとうございま
した。そして、ビッグツリー点灯の瞬間はあいにくの雨で
したが、無事あつかし山に綺麗なイルミネーションが点
灯され、花火も打ち上がり、とても素敵な空間になりま
したよ。1月、2月と寒さが本格的になってくると思いま
すので、皆様お体に気をつけてお過ごしください。昨年
はたくさんの方 に々お世話になりました。関係者の皆様、
国見町民の皆様そしてリスナーの皆様ありがとうござい
ました。今年も様々なイベ
ントや場所に取材に行きま
す。国見町ラヂオ課ももた
んFMスタッフ一同、楽し
い番組を作るため頑張って
いきますのでよろしくお願
いいたします。

日 月 火 水 木 金 土
8 9 10 11 12

・広報くにみ
1月号発行日

・粗大ごみ収集日
・いきいきサロン
太田川（午前10時～）
第3（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・心配ごと相談
・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取
（午前10時～）
第8・第9
（午後1時半～）

・子ども和楽器体験
教室

13 14 15 16 17 18 19
・国見町成人式 成人の日 ・障がい者相談

・いきいきサロン
山根（午前10時～）
徳江北・第7
（午前11時半～）

・くにみ女性教室
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン
第1（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・いきいきサロン
塚野目（午前10時～）
第2（午後1時半～）

・成人学級
・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・ベーゼンドルファー
新春の特別試弾会
・国見っ子わんぱく
広場
・子ども和楽器体験
教室

20 21 22 23 24 25 26
・ベーゼンドルファー
新春の特別試弾会
・親子クッキング教室
・くにみ案内人養成
講座

・いきいきサロン
泉田下（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午前10時～）

・粗大ごみ収集日
・三学級合同学習
「ALT講話」

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・心配ごと相談
・いきいきサロン
泉田中（午前10時～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）
光明寺（午後1時半～）

・子ども司書講座
・子ども和楽器体験
教室

27 28 29 30 31 2/1 2/2
・若い芽のつどい
・ショートショート
「創作文大会」
・小型家電リサイクル
特別回収日
（午前8時半～正午）

・いきいきサロン
板橋・板橋南
（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・くにみ女性教室
・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・税金等納期限
国民健康保険税（第7期）
・乳幼児健診3・9か月
・いきいきサロン
大枝（午後1時半～）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

・おかねとカラダの
健康セミナー

2/3 2/4 2/5 2/6 2/7 2/8 2/9
・いきいきサロン
山崎（午前10時～）
川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン
太田川（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・広報くにみ
2月号発行日
・成人学級閉講式
・いきいきサロン
第8・第9
（午後1時半～）

・国見っ子わんぱく
広場閉所式

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp


